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This study examined kinds of expectations held by elementary school children of
all grades at an international school, towards language speakers based on what
language they speak. More speciﬁcally, it examined if there were diﬀerences in
expectations of their abilities and characteristics (kindness) based on the language
they spoke, and if the children’s grades, language abilities and experience abroad
aﬀected the expectations. In general, there was no relationship found among them
except for a comparison between the grades and the linguistic expectation tasks.
Compared to lower and middle graders, the upper graders expected less from the
speciﬁc language speakers for their linguistic knowledge, demonstrating the for-
mation of less biased expectation based on the language people speak. The results
suggest that unlike in preschoolers there is no cognitive bias towards the mother
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tongue speakers in school aged children that would lead them to expect exces-
sively and that the experiences of learning foreign language(s) inﬂuences older
children’s expectation formation of language speakers.
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& Fifer, 1980）や母語を好むこと（Mehler, Jusczyk, Lambertz, Halsted, Bertoncini, & Amiel-
Tison,1988; Moon, Cooper, & Fifer, 1993）が知られている. 乳児期の間, 母語話者への興
味は継続し, 6か月児でも外国語話者よりも母語話者を注視する傾向があること（Kinzler,
Dupoux, & Spelke,2007）がわかっている. ただ見るだけではなく, 母語を話す人が行う
ことをよく観察し,同じようなものを好む傾向があることも知られている. 例えば,生後
7ヶ月ごろには母語話者がくれるおもちゃを選ぶ傾向があること（Kinzler et al, 2007）が
わかっており, 1歳頃には母語話者が食べているものを食べたがること（Shutts, Kinzler,








































女の子の好みや知識について尋ねる次の五つの質問が記載されており (下記あ )～お ) ) ,
いずれの質問においても四つの選択肢 (①ハナコ (日本語話者 ),②メアリー (英語話者
),③二人とも,④わからない )のなかから一つを選んで丸をつけてもらうかたちで回答を
求めた. 　
あ) テレビが好きなのはだれか (好み―統制 )
い) 英単語の意味を聞く相手 (英語知識 )
う) 日本語の単語の意味を聞く相手 (日本語知識 )
え) 新奇事物の使い方を聞く相手 (事物の知識 )





N=174を対象 (内訳　低学年 (low)＝ 71, 中学年 (middle)=66, 高学年 (high)＝ 37)と
し, 3x2分析にかけられるよう整理しなおした. 学年 (3)x選択性の有無（どちらかの話者
vs. その他）(2)または,言語系課題 (い)及びう））の場合対応する言語話者を選択したか
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を選ぶ傾向は低く,その他の選択肢を選ぶ傾向が高いこと (全て p < .01)が示された,さ
らに, 各言語話者とその他の３つで分けた場合でも選択性に有意な差はみられなかった















められた (p < .01).
下位検定の結果, 低学年のほうが高学年よりもハナコを選ぶ傾向が高いことがわかっ
た. さらに,各学年での選択傾向の比較の結果,低学年及び中学年では有意にハナコを選



















傾向が高いことがわかった (全て p < .01). 以上のようなことから,どちらかの言語話者の
ほうがより親切であると期待する傾向はどの学年でもみられないことがわかり,話者の言
語と親切さを関連付けて考える子どもは少ないことが示唆された.
















N=83が対象となった (英語のみが得意 (English Only) =28,日本語のみが得意 (Japanese
Only)＝ 33,両言語が得意 (Both) =22 )
言語群 (3)ｘ選択性の有無（どちらかの話者 vs. その他）or言語系課題の場合対応する




English only 25 3




English only 3 25




English only 3 25




English only 26 2




English only 28 0






















認められなかった (p < .01). 各言語群内での選択傾向の比較の結果,ハナコを選択した人













傾向が高いことがわかった (全て p < .01). 以上のようなことから,親切さは話者の言語の






海外滞在経験は, 海外滞在期間割合（(海外での滞在期間 (月) / 調査時の子どもの月
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